
 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年７月７日 

田原市立東部中学校 

今月の保健目標：夏の生活と健康に気をつけよう 

 梅雨が明ければ、いよいよ夏がやってきますね。急にあつ

さのきびしくなる今は体調を崩しやすい時期です。いつも以

上に生活リズムに気を配って元気に夏を過ごしたいですね。 

6 月２５日に実施された歯科検診の結果をお渡しました！東部中学校のみなさんに多かったの

は歯肉炎とプラークでした。 

 口の中には 300～500種類もの細菌が住んでいると言われています。歯磨きが十分でなかった

り、砂糖を過剰に摂取したりすると、細菌がネバネバした物質を作り出し、歯の表面にくっつきま

す。これをプラーク（歯垢）といいます。プラークは粘着性が強いため、うがいをした程度では落

ちません。しかも１ｍｇの中に 10億個もいる細菌が、むし歯や歯周病を引き起こすのです。深刻

な状態になると、歯を支えている骨も溶かされてしまい、歯を失ってしまう恐れもあります。 

 毎日、丁寧な歯磨きをしてプラークを増やさないようにしましょう！ 



血液にはこんな働きがあります！（2年生は貧血検査のみ） 

 学校で行う健康診断は、学校生活に影響がある病気や異常の「疑い」を見つけるためのも

のです。病院に行っても「異常なし」となる場合もあります。 

 でも、早期発見・早期治療で治る病気が見つかるかもしれません。受診をすすめるお知ら

せをもらったら、なるべく専門医でみてもらいましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

赤血球数 赤血球は体内に酸素を運ぶ働きをしています。少ないと貧血、多ければ多

血症が疑われます。 

ヘモグロビン 赤血球の中にある物質で酸素を運ぶ働きをしています。低い値は貧血の疑

いがあります。 

ヘマトクリット 血液全体に占める赤血球の割合を表します。高い値は脱水症、多血症、低

い値は貧血の疑いがあります。 

白血球数 病原体の侵入から体を防御したり、攻撃したりします。高い値は感染症の

疑い、非常に高い値・低い値は血液の病気の疑いがあります。 

LDL コ レ ス テ ロ ー ル  

（悪玉コレステロール） 

血管の壁に蓄積し、動脈硬化を起こし脳梗塞や心臓病の原因になります。 

HDL コレステロール 

（善玉コレステロール） 

血管の壁や細胞内から、溜まったコレステロールを取り除いてくれる働き

をします。 

中性脂肪 糖分の取り過ぎや運動不足で増え、動脈効果疾患の原因になります。 


